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突然の寒さに風邪・・・ 
　12月は気温の差が激しく、
10度以下になる日も。毎日気
を付けていたつもりでしたが、
風邪を引いてしまいました。 
　そこで利用したのが【外卖】
waimai。出前システムです。体
と喉を温める為に生姜の薬膳
スープを注文してみました。下
の写真はアプリの画面です。こ
のように、現在地と到着時間が
リアルタイムで確認でき、寮の
外の宅配ボックスに届きます。 
驚くのは注文できるお店の多さ
と安さです。なんと送料は無料
でした！

中国各地から集まる学生達 
　色々と話を聞く中で、皆さん各地からここ浙江大学
に学びに来ている事を知りました。近くは上海、他に
も深圳や北京、東北地方など、それぞれの目標を持っ
て大学で寮生活を送っているそうです。 
　そこで私はオススメの旅行先や食べ物をたくさん教
えてもらいました。逆に日本の良いところもたくさん
伝えられました。とても有意義な交流会でした。 

浙江大学日本語学科 
　今月は浙江大学日本語学科の学生との交流授業に参加しました。大学2年生の中国人学生の
皆さんです。日本語の勉強を始めて1年半程度と話しておりましたが、皆さんとても流暢な日本
語で難なくコミュニケーションを取ることが出来ました。 
　学生達の興味のあることはやはり日本の『アニメ』そこから日本語を学んだり、日本に興味
を持って聖地巡礼の旅行に行ったり、日中友好の架け橋となっている事を嬉しく思いました。
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スタンプラリーに参加 
　 
12月中旬でも気温が20度まで上がった暖かな日に留
学生クラスのスタンプラリーが開催されました。 
　私たちのキャンパス内のいくつかの箇所をまわっ
て、それぞれのお題をクリアしスタンプを集めます。
まず初めのお題は「早口言葉」中国語の早口言葉はと
ても難しいです。 
八百标兵奔北坡，炮兵并排北边跑。 
Bābǎi biāobīng bēn běi pō, pàobīng bìngpái 
běibiān pǎo. 
発音も声調も意識して言うにはまだまだ練習が必要で
す。 
　その後は校内の指定されたポイントで写真を撮った
り、選んだカードの中から中国語の単語を考えて発表
したり、もちろん移動の間にも仲間と雑談したりと笑
いの絶えない道中。他には大縄跳びや輪投げなど、
12月とは思えない陽気にじんわり汗をかきながらク
ラスメイトと楽しく交流できました。 

　時が経つのは早いもので、もう残り僅かとなった
2025年と大学生活。1月初旬には期末テストもあり
ます。浙江省内はもちろん、杭州市内でもまだまだ足
を運びたいと思っている所はたくさんありますが、中
国語の学習も気を抜かず、残りの期間も楽しんで生活
できるよう努めたいと思います。
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ひとり火鍋 
　大学の食堂にはなんと一人用の
火鍋エリアがあります。 
　好きなスープと具材を選んで火
鍋を堪能出来ます。私は辛いもの
は少し苦手なので、白汤（辛みの
入っていないスープ）を選びまし
た。お肉やたくさんの野菜が取れ
て身体も温まりとても美味しく大
満足！ 

西溪湿地公园を散策 
　西湖の西から5キロぐらい離れ
たところで、西渓国家湿地公園に
は、6つの川があり、西渓独特の
景観を形成しています。ここの川
の総延長は100キロで、面積の
70%が川、池と沼です。西渓国家
湿地公園は陸地の緑化率は85%と
なり、植物は262種類、鳥類は
112種類。西渓国家湿地は知識人
が隠居した場所で、今は建物数十
箇所に古代知識人が書いた楷書の
文字などが残っています。ここの
建物では、清の時代の役人、学者
でもある高士奇の別荘が最も大き
なものです。白い壁と黒いレン
ガ、扉にはたくさんの額がかけら
れています。
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